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黒野城と加藤貞泰公研究会

明治・大正・昭和の岐阜黒野の偉人

を大蔵省に推薦した郷純造
渋沢栄一を継いだ経済界世話役の郷誠之助
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郷 純造 翁

郷 誠之助 翁

郷純造・誠之助 父子資料



郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造(五三居士） 水墨画

1881年（明治14年）4月 大きさ675×1800

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料



7

郷純造・誠之助 父子資料

郷誠之助と同時代の岐阜出身の人たち
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郷純造・誠之助プロフィール

郷純造・誠之助 父子資料
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刊本など

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料

「独逸日記/小倉日記 森鷗外全集13」
ドイツ

1885年（明治18年）12月24日の日記

郷誠之助、ドイツ留学中に森鷗外と交流
森鷗外日記に誠之助の名

P78～P79より転用

1996年 森鷗外著 筑摩書房発行

24日。キルケと別る。キルケはその父兄の家に赴けり。先ず匿名してフオオゲルに贈遺し、
午後6時自らその扉を叩く。少焉（しばらく）にして扉を開く者あり。嬌声「ドクトル」来ると叫ぶ。
即ちリイスヘンなり。フオオゲル氏庖厨より出でゝ喜び迎ふ。かつ曰く。今日の贈は人々その
何人より来るを知らざりしに、君のかつて愛する所の少年ワルテルWaltherは独り君の筆札を
認めたり。ワルテルは方纔（ほうさい）爺嬢（やじょう）の許（もと）に還りぬと。既にして巽軒、津城、ニ
イデルミユルレル氏、ルチウス氏皆出でて余の約を践めるを謝す。来責を去るや、隆聖節に
至らば再び相見んと云へり。故に此（かく）の如し。ニイデルミユルレル氏の云く。君は何時に
此に着し、何処に行李を安頓したまへるか。曰く。昨夕着し、行李は魯国客館に在り。曰く。
相見ざること23月。何ぞ吾等を疎んじたまふこと此に至るや。明旦は必ず我家の一室に還り
たまへ。昨日以来灑掃（さいそう）して君の来るを待てりと。余同行あるを以て客館に投じたりと
謝す。郷誠之助と相見る。誠之助はハルレHalleに在りて経済学を修む。かつて津城とハイ
デルベルヒに同居したりことある故。この祭日にもまた津城を訪へるなり。快濶の少年にて、
好みて撞球戲を為す。己（すで）にして祭日贈遣Bescherungを始む。一室に大卓を置き、貽
（おくりもの）をその上に列べ、室の一端には緑樹を建て、飾るに金銀紙、設色糖菓等（せつしょく

とうか）を以てし、枝上に許多の燭を燃し、家族を会同して胎を分つ。フリイダ、オットオFrieda、
Ottoの二児並び立ちて降聖詩を諳誦す。贈遺畢（おわ）る。晩餐の饗あり。シュワアブ夫人
Sｃｈｗabもまた在り。トリエストTriestの人。かつて余とシュライデン夫人の家に相識る。

郷誠之助 ： (1867－1942)。実業家、貴族院議員、日本商工会議所会長などをつとめた。郷は鷗外について、
「正力松太郎のような感じのする男だ。井上哲次郎とハイデルベルヒのミューラーという下宿屋に
1年ほど一緒に暮らしたが、人をめったに誉めない井上が森を随分誉めていた」（「人間郷誠之助
伝」）。

撞球戲 ： ビリヤード
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「随意荘雅集録 上・下」

郷純造編纂 富岡鉄斎・柴田是真・野口小蘋・野口幽谷・森寛斎他画
1889年（明治22年） 郷純造 発刊 郷和彦 蔵

国文学研究資料館データベースより
備考（扉等）
●題簽「随意荘雅集録 ＊」［＊＝上、下］、跋「随意荘雅集録跋」。
●記載発行元は柱による。
●明治己丑（22年）夏日梨堂居士（三条実美）題字、明治22年5月郷純造請帖。五三居士純造序、
丁亥（明治20年）仲秋錦山矢土勝之「随意荘十二勝小記」、丁亥10月古梅巖谷修題詩。小〓［草冠
＋頻］口絵及び上巻の図、古梅居士巖谷修「随意荘雅集記」。出版年時は序跋による。
●下巻の口絵7丁は郷純造に献じられたもの。幽谷・貫義・和亭・寛斎・鉄斎・小〓野口親・是真・正
雄・などによる。
●明治22年5月郷純造跋。
●表紙縹色（？）に卍崩し？の型押し、題簽表紙白無地飾り枠。

補記
印刷技法：木版 図は濃淡刷り
装丁：袋綴じ四つ目 康煕綴じ
本文は下巻8丁～。海東松方正義・春畝伊藤博文・秦山土方久元・梁川榎本武揚・黄石岡本
廸［及＋由］・枕山大沼厚・春濤森魯直・敬宇中村正直・成斎重野安繹・甕江川田剛・青山
田中光顕・聴雨杉重華・鴨北宮本小一・宜軒西岡＝［愉の扁がしんにょう］・中洲三島毅・
梅潭杉浦誠・鳴鶴日下部東作・丹山丁野遠影・秋琴長松幹・金洞金井之恭・無辺渡邊国武・
学海依田百川・錦山矢土勝之・即山神波桓・黄村向山栄などの漢文を載せる。

ずい い そう が しゅうろく

国立国会図書館データベースより
大蔵次官等を務めた郷純造が致仕を記念し、明治22年５月18日に浅草橋場の別業随意荘

で催した告老の宴の記録。
上巻は随意荘の絵図や諸家の記文及び書画文房具類の図解。
下巻は諸家より贈られた器物書画の縮図及び諸家の詩集。

郷純造・誠之助 父子資料
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以下抜粋

明
治
乙
丑
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）夏
日

梨
堂
＝
三
条
実
美
の
号

第
三
代
総
理
大
臣

り
ど
う

さ
ね
と
み



30

郷純造・誠之助 父子資料

松方正義 四代・六代 内閣総理大臣
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郷純造・誠之助 父子資料

伊藤博文 初代・五代・七代・十代 内閣総理大臣

漢詩人 森春濤漢学者、洋学者、教育者 中村正直
しゅんとう

参考 漢詩人森春濤は尾張一宮生まれ・妻は女流歌人の森清子（黒野生まれ・旧姓國島）、
子に森槐南。郷純造と同郷で晩年交流。
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「実業之日本社」明治42年（1909）7月発行
原本「実業の日本.12(14)」 国立国会図書館所蔵

郷純造・誠之助 父子資料
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「濃飛偉人傳 全」
1933年 （昭和8年）4月岐阜県教育会発行

岐阜県図書館蔵

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料

「財界随想 郷誠之助」
1939年（昭和14年）4月

校閲 高島誠一 ・編者 帆足計
刊行所 慶應書房 全323頁

財界に残した渋沢翁の足跡

130～136頁より転載

渋沢翁追悼会に於ける
郷誠之助の式辞筆録
（昭和６年12月11日日比谷公会堂）
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郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料

渋沢栄一の遺言「自分の亡い後は郷男によろしくお頼みしたい・・」

「人間･郷誠之助」 1939年（昭和14年）5月18日発行
著者 野田禮史 発行者 今日の問題社

全376頁
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「男爵 郷誠之助君傳」
1943年（昭和18年）11月
財団法人 郷男爵記念会発行 郷和彦 蔵

全８４０頁

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料
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注： 反社会活動の極道で
はありません
「極道」（ごくどう）の
奥義を極めた男。

「極道」郷誠之助の華麗な人生
小島直記著 毎日新聞社発行

1971年（昭和46年）11月

郷純造・誠之助 父子資料
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「五代友厚関係文書目録」

目
次
（
部
分
）

1973年（昭和48年）12月
大阪商工会議所発行 岐阜県図書館蔵

ご だい とも あつ

江戸時代末期から明治時代中期にかけての日本の武士
（薩摩藩士）、実業家。大阪経済会の重鎮の一人。

東の渋沢・西の五代といわれる大御所

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料

「五代友厚宛郷純造書簡」の一部
大阪商工会議所所蔵

解読 筧 真理子氏
(研究会相談役・犬山城白帝文庫主任学芸員）
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郷純造・誠之助 父子資料

郷純造・誠之助邸

「大東京繁昌記 山手篇」 1976年（昭和51年）10月21日

発行株式会社講談社 山の手麹町 有島生馬記 P58,59より転載

現東京都千代田区麹町番町 元郷純造・誠之助屋敷
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郷純造・誠之助 父子資料

「郷土歴史人物事典（岐阜）」
1980年（昭和55年）12月発行

岐阜県図書館蔵

郷 純造（ごうじゅんぞう）

1825～1910。立志伝中の明治政府高官。郷清三郎の三男として方県郡黒村（現、
岐阜市黒野）に生まれる。幼名は嘉助、淑明（しゅくめい）と号した。
先祖は鎌倉幕府初代の政所別当大江広元といわれる。幼少に父を失い、飲食店を
営んだ次兄勝右衛門の家で育てられたが、不幸にして次兄も病死し、やむなくそ
の経営を引き受けた。店は大変繁昌して多忙であったが、暇をみつけて読書し、
夜は隣村御望（現、岐阜市）の郷余齊に漢学を、土地の大野理忠太に剣術を学ん
だ。天保15年（1844）19才の春、江戸に出て、芝増上寺の仲間（ちゅうげん）となり、
清水太郎について学んだ。やがて幕府の外国奉行堀織部正の用人となり、同心株
を買い取ってまたたく間に大番格工兵差図役に出世した。
明治維新となるや大蔵省に出仕し、学歴は低いが実力と精励恪勤（かっきん）に

よって上司の信任を得、書記官から国債局長・主税局長になり、明治19年(1886）
には大蔵次官にまで昇進した。同21年勇退。同24年には貴族院議員に勅選され、
その後さらに男爵を授けられた。純造は、祖先以来関係の深い正法寺観音堂や黒
野多賀神社の社殿を建立したり、黒野小学校には基本財産として多くの土地を寄
附して故郷に対する感謝の意を表している。次男誠之助は日本商工会議所や日経
連の会長を務めた財界の重鎮である。

郷 誠之助（ごうせいのすけ）

1865～1942。大正～昭和期の財界の重鎮。方県郡黒野村（現、岐阜市黒野）出
身。明治政府の高官で男爵の郷純造の二男として生まれた。幼少時代から風変わ
りな行動が多く、時には無銭旅行などをして父の勘気を受けたが、明治28年
（1895)30才になって心機一転、日本運輸株式会社社長となり、財界への第一歩を
踏み出した。
以後の彼の経歴は華々しく、日本メリヤス・日本鉛管・入山採炭・王子製紙・

日本酒造火災保険。帝国商業銀行・東京製紱・東洋製鉄などの取締役や社長・会
長などを歴任、明治44年には、東京株式取引所理事長、大正6年(1917)には、日本
興業俱楽部専務理事、同11年､日本経済連盟会常務理事、昭和5年(1930）には、日
本商工会議所会頭、同７年、日本経済連盟会会長になった。一方、昭和初期の不
況期には､企業の整理合併に尽力市、｣渋沢栄一と並び称せられる財界の世話役的
存在となり、帰属院議員にも選ばれた。昭和17年１月19日、彼が病歿するや、著
名な財界の後輩が財団法人郷誠之助記念会を設立し、『郷誠之助君傳』を出版す
るなど、彼の功徳を後世に残した。

第二部 明治～昭和100頁、
143頁より転載。
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ＳＩＧＮＡＴＵＲＥ（シグネチャー9月号）

P26～29 日本経済のパイオニア⑫
清濁あわせ呑む財界世話役 郷誠之助

板橋守邦記
昭和59年（1984）9月1日 （株）日本ダイナースクラブ発行

4
頁
分
の
本
文
割
愛

郷純造・誠之助 父子資料



「黒野史誌」 郷純造
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郷純造・誠之助 父子資料

第十七章 黒野の人物1317頁より
1987年（昭和62年）8月発行
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黒野村の歌
「黒野史誌」第２節歌と踊り １．歌謡 1355、56頁

1987年（昭和62年）８月発行

※
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郷純造・誠之助 父子資料
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「ぎふの偉人たち」
1988年（昭和63年）7月 岐阜新聞発行

岐阜県図書館蔵

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料
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「ふるさと黒野」 岐阜市立黒野小学校 1996年（平成8年）3月発行

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・誠之助 父子資料

「東京の［地霊］ 」
１９９８年３月 文芸春秋発行

鈴木博之著

「東京の地霊」（文藝春秋）より

『郷純造は文政8年（1825年）4月25日に岐阜の農家に生まれ、苦労して江戸に出て、
幕府の御作事方勘定役というところまでなり、明治の新政府にも仕えて、会計局組頭
から、最後は大蔵次官となって明治21年に退官している。かれは節約に節約を重ねて
金をため、維新のときに諸所に土地を買った。これが財をなすもととなったのである。
息子の誠之助は、こう回想している。
「当時は駿河台でさえ坪１円といふ時代であつたが、何しろ安かった。父は此所（自
邸）ばかりでなく山本達雄男爵の屋敷だとか、三田の四国町だとか、神田の二崎町だ
とか、浜松の一帯など、各所に土地を買って土地価格の自然増加で大分儲けた（『男
爵郷誠之助君伝』27頁）
明治期の政府高官達は、土地を入手するものがすこぶる多かった。大名邸から町人

の手へ、そこから政府用地に、そして政府高官の手に入り、のちに一部が企業の土地
になる。郷誠之助の方は郷純造から相続した三田四国町の土地を日本電気などに譲渡
している。
純造が明治元年９月に土地買い入れ

た初めの場所が麹町二番町の屋敷で、
旧旗本の青木某の屋敷900坪を56円で
買ったという。いくらなんでも安い買
物だったと、後になって書家の巌谷一
六にたのんで、56円の屋敷だから「五
十六円楼」と書いてもらおうとした。
巌谷はそれを少しシャレて「五秀六艶
楼」として額に入れたという。
明治以降の東京の土地物語のなかで、

もっとも成功した土地の強者の住まい
として、「五秀六艶楼」という名は記
憶されるべきであろう。今、かつての
三田四国町に建つ高層ビルの姿をみる
と、ふと、ああこれが「五秀六艶楼」
なのかと、奇妙な感慨に打たれてしま
ったりするのだ。』 「東京の［地霊］」 （文藝春秋）より

江戸から現代へと個性的な変容をとげた都内
13カ所の歴史を、土地の運命を左右する［地霊］
概念を使って読み解いた「東京土地物語」。
以下に郷父子関係の一部を引用する。

最も成功した土地の強者・郷誠之助父子

明治以降、東京で最も成功した
土地の強者・郷父子

現代の「五秀六艶楼」のあるじ
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「財界の政治経済史」 松浦政孝著 ２００２年東京大学出版会
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「便生録・前島密郵便創業談」
前島密を推挙した郷純造の記事

発行 2003年（平成15年）4月 ｱﾁｰブメント出版株式会社

びんせいろく ひそか
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郵政博物館 研究紀要 第11号（2020年3月） 64頁より抜粋引用

シンポジウム特集「日本文明の一代恩人」
前島密の思想的背景と文明開化 井上卓朗著
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秩禄処分とは
WEB 「日本史事典.Com」より引用

ちつろくしょぶん

✔ 秩禄処分とは、明治新政府が士族などに支払
われていた『秩禄』を廃止するためにとった一
連の政策のこと。

✔ 秩禄の支払いは明治政府にとって大きな負担
であり、政策の最大の目的は士族たちをリストラ
し支出を減らすことだった。

✔ 秩禄奉還の法は、希望者限定。秩禄処分と金
禄公債証書の発行は強制。

✔ 下級士族の多くが利子だけで生活できず、金
禄公債証書を売り払ってしまった。

✔ 新たな仕事を探した士族は「士族の商法」で失
敗することも多かった。

✔ 士族の怒りは爆発し、西南諸藩を中心に士族
反乱がおきた。

✔ 反乱を起こさなかった士族たちは板垣らを中
心に自由民権運動を行った。

✔ 政府は士族授産の一環として屯田兵の設置や
安積疏水を開くなどして士族に仕事を与えた。

郷純造・誠之助 父子資料

明治10年9月5日付大隈重信宛郷純造書簡

「史料を読み解く」
4.幕末･維新の政治と社会

秩禄処分
大隈重信宛郷純造書簡

2009年6月
山川出版社

鈴木淳･西川誠・松沢裕作著

「大隈文書」イ14－b283 4 早稲田大学図書館所蔵
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・第28 号 2009年3月 大宮郷土史研究会発行

・第29号 2010年3月 大宮郷土史研究会発行

郷純造が仕えていた長崎奉行牧志摩守義制

いきさつ（経緯）話は2011年に遡る。巻物の軸の肩に「長崎奉行牧志摩
守 志摩公筆」と書かれた書が出てきた。我が家の古い木箱からである。Ｐ
Ｃで検索すると、「大宮の郷土史」1件がヒットした。

志摩守の書の写真を大宮の郷土史にお送りした所、次のようなお手紙と
冊子を頂いた。
「（前略）実に多くの方々が見ておられることに、改めて驚かされた次第で
す。当会ではこゝ数年旧市内（大宮市）の著名な寺院を対象に、共同調査
を実施しております。大成山・普門院の調査の折、牧志摩守義制の墓石を
見つけ、副会長・織本重道氏が中心になりまとめ、大宮の郷土史 第28号
・第29号に発表したものです（後略）」と、当時の会長・河田捷一様からの
お便りでした。

そんな名刹普門院の中に、郷純造が建立した牧志摩守義制の墓誌があ
るとは、何という奇遇か、縁を感ぜずには居られない。また、それを見つけ
出して下さった大宮の郷土史研究会の諸兄に感謝いたします。

郷家プログ 郷和彦 記

「大宮の郷土史」 第28 号・29号

「
大
宮
の
郷
土
史
」
29
号

（
牧
氏
の
墓
誌
建
立
に
郷
純
造
の
名

関
係
分
抜
粋
）

まき し まのかみ よし のり

方

長崎奉行牧志摩守の書
嘉永5年（1852）
郷和彦 蔵
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旗本長崎奉行 牧志摩守義制
よしのり

牧義制 享和元年（1801年） -嘉永6年9月9日（1853年）

江戸時代後期の旗本。官途は従五位下、志摩守。牧義珍の子。
弘化3年（1846）12月15日より嘉永2年（1849）10月8日まで日付盗賊改め方を務め、普請奉行に

就任ののち、嘉永3年(1850）11月29日長崎奉行となり翌年9月に長崎に着任。
嘉永4年、薩摩藩から送られて10月1日に長崎に入ったジョン万次郎10月3日から11月22日まで

の間合計18回に渡って取り調べ、幕閣に対して「万次郎はすこぶる怜悧にして国家の用となるべ
き者なり」と報告している。嘉永5年（1852）9月に長崎を離れ、嘉永6年4月28日西丸留守居となる。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

「大宮の郷土史」 第29号

旗本牧氏
－長崎奉行牧志摩守義制を中心として－ 織本 重道著 （抜粋）

牧志摩守義制の長崎奉行としての主な実績
１ 就任時米価騰貴人心騒櫌、米倉を開き米価抑制
２ 窮民対策
３ 長寿者報奨
４ 貿易統制
５ 漂流民の受け入れ

以下抜粋
ジョン万次郎取調べ
オランダ商館長ドンケル・クルチウスとの交渉

牧志摩守長崎奉行として歴史的役割

◎牧志摩守義制の長崎奉行としての歴史的役割は、ジョン万次郎取調べとオランダ商館長ドン
ケル・クルチウスとの交渉である。

ジョン万次郎の取り調べではかなり寛大に処置し、土佐へ帰国させた。土佐では後藤象二郎
はじめ多くの者が、おそらく坂本龍馬も河田小龍を通して万次郎の影響を受け、これが新時代
に繋がっていった。

ジョン万次郎はその後江川太郎左衛門家に寄宿したが、幕末・明治期に活躍した大島圭介、
榎本武揚、大山巌、福沢諭吉、岩崎弥太郎、西周等多くの者が訪ね、中浜塾で海外事情や英
語を学んだ。また、長崎奉行所で取り上げられた書籍は後に返還されたが、その中の一冊は安
政6年頃、手塚律蔵、西周によって又新堂から「伊吉利文典」として出版された。
この本は初級英文法書で、その後洋書調所からも出版され、さらに開成所から翻訳出版された。
我が国英語学習の基本となった書物である。
なお、「伊吉利文典」の表紙には「手塚律蔵 西周助閲」と並んで、「津田三五郎 牧助右衛門
校正」とある。この牧助右衛門は志摩守義制の子の義道の可能性がある。又新堂で英語を学ん
でいたのだろうか。

このように牧志摩守がジョン万次郎に対して寛大に処置したことの影響は計り知れない。

ドンケル・クルチウスは特別な使命を帯びて日本にきた。風説書だけでなく東インド総督の信
書を持参した。いろいろ理屈はつけたが、結局受け取り阿部正弘に送った意義は大きい。だが、
クルチウスとの信頼関係を築けぬうちに任期が来て長崎を去った。このことはクルチウスにとって
も予想外のことだったらしい。もし、もう少し時間があり、駆け引きを超えて分かり合えれば、もし
かして協議会の設置に進み、その後の日本の対外政策も違った方向にいったのではないかと
残念に思う。

いずれにしても牧志摩守義制が幕末の大事な時期に長崎奉行となり、日本の針路に大きな
影響を与えたことは記憶されていいことだと思う。
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「牧志摩守義制漢詩の解説」

牧志摩守義制 漢詩の掛軸
嘉永5年（1852）
郷和彦 蔵

（雑詩 陳祐） (読み下し文)
無定河邊暮笛聲 無定河の辺 暮笛の声

（むていかのほとり ぼてきのこえ）
赫蓮臺畔旅人情 赫蓮台の畔 旅人の情

（かくれんだいのたもと たびびとのじょう）
函關歸路千餘里 函関の帰路 千余里

（かんかんのきろ せんより）
一夕秋風白髪生 一夕の秋風 白髪生ず

（いっせきのあきかぜ はくはつをしょうず）
壬子 中秋 牧義制 落款

〈七絶仄起下平聲庚韻〉

（口語訳）
無定河の岸べのほとりに、夕暮れ時の笛の音が耳に入ってくる。
赫蓮台のほとりにたたずむ旅人には笛の音を聞くにつけても、寂し
さがこみ上げてくる。
遠く函谷関への帰り道は、千里余に及ぶ道のりである。
それを思うにつけてもこの一夜の秋風に、俄かに白髪が生ずるので
ある。

壬子＝嘉永5（1852）年

（語釈）
〇陳祐・・・伝記は分からない。全唐詩では、無名氏の雑詩の中に

入れられている。
〇無定河・・・陜西省北部を流れる川。流れが急なため絶えず川の

深さが変わるところからこのように呼ばれる。

補 足

１． 郷純造が青年時代に世話になった御望村の漢学師匠郷余斉がいる。余斉は同村藩主松
平長八郎との交流から得たと思われるが、当時の出来事を余斉が模写した文書が2015年（平
成27年）御望の郷隆雄(現泰彦）家古文書調査で多数判明。 《 「和蘭密告辰巳秘録・咬瑠吧
筆記」に牧志摩守の名、「亜米利加使節差出候書付和解」、ペリー浦賀来港の「アメリカ国之
書翰受取之節御囲人数並陣立之図」には揖斐出身のペリー折衝役浦賀奉行戸田氏栄、「桜
田門外の変」などなど》

純造の東京屋敷と松平長八郎の屋敷は近く、余斉は両者との交流で幕府の資料得られる
環境にあったと思われる。

２． 長崎といえば、郷純造が長崎奉行所を離れてから14年後に、大洲藩の蒸気船いろは丸の
運航に関わり、坂本龍馬と接していた大洲藩郡中郡奉行の国島六左衛門紹徳が慶応2年

（1866）12月24日に長崎で自刃している。昭和時代になって国島六左衛門の先祖が美濃国
方県郡古市場村出身であることが判明。先祖は黒野城主加藤貞泰に仕え、お供して米子、大
洲へと移ったのである。

同郷の黒野では生誕地もすぐ近くであり、えにしを感じる。 研究会 河口耕三 記

〇赫蓮台・・・寧夏回族（ねいかかいぞく）自治区の首府・銀川市の東南、黄河に臨むところにあっ
た高殿。五胡十六の一つの大夏国（だいかこく）をたてた『赫蓮渤渤（かくれんぼつぼつ）』が、
築いたものといわれている。

〇函関・・・函谷関（かんこくかん）のことで関所のこと。

＊くずし字の解明は國島京子様に、読み下し文と口語訳、詩形〈七絶仄起下平聲庚韻〉、語釈は
郷孝夫様にご協力を頂きました。御礼申し上げます。

郷家ブログ 郷和彦 記
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明治天皇東京行幸・大洲藩が担う

明治元年（1868）９月20日、天皇は京都を発し東海道を進み10月13日、江戸城へ入城

した。

輔相（ほしょう）・岩倉具視以下の諸役人・藩兵ら２千余兵を従えての大行幸あった。

同日、江戸城を東京城とした。大洲藩十三代藩主加藤泰秋は、二個小隊を率いて前衛を、

後衛も又、新谷藩が担った。

馬上豊かに秋風を切り、「蛇の目紋」の大旗をなびかせ、先導する雄姿は大洲藩最後

の藩主泰秋で、ここに有終の誉（ほまれ）を飾ったのであった。名君と謳われた泰秋の

行動に、大洲の人たちは限りない高揚を感じ、また惜しみない拍手を送ったことであろ

う。

平成16年（2004)大洲城は復元された。全て木造りで釘一本と使用して無いと云う。総

工費約十数億円で、その半分が大洲市民らが負担したと聞き及んでいる。大洲市は５万

余の人口である。良くぞ再建できたと驚くばかりで、それには計り知れないご苦労が

あったのではないかと察します。大洲城は小高い丘の上に建ち､威風凜然としたその姿は、

正に必見の価値あるお城ではある。

初代大洲城主・加藤貞泰は、黒野城・４万石の城主であった。関ヶ原の役（1600）後、

国替えで伯耆国（ほうきのくに・鳥取県）米子城主６万石となり、その後大洲城主に転

封となった。大洲藩は貞泰を初代として泰秋まで十三代続いた。

「東京名勝呉服橋之図」 （大洲城山郷土館蔵）

旧大洲市合併20周年に合わせ出版された『大洲市誌写真版』 大洲市誌編纂会、昭和49年８月発行より

図の解説 江戸城入場錦絵 1868年（慶応４）９月、明治天皇が東行された。このとき加藤泰秋

は先駆をうけたまわり、新谷藩は後衛を供奉して江戸城に入城した。

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造・江戸城無血開城に寄与

郷純造は、文久元年（1861)36歳の時、図らずも大坂町奉行・鳥居越前守と松平勘太郎の家老

を勤めた。慶応２年（1866)家老職を辞し江戸へ戻り幕臣の株の入手を待った。浪人すること１

年、その間成田山新勝寺で37日の断食もした。

慶応４年正月、園彌平から撒兵隊（さっぺいたい・鉄砲隊）の売りが出た。その株を150円で

買い受け、念願の幕臣になった純造は、毎日練兵場で訓練を受け、隔日に鉄砲を構え門衛を勤め

るのが日常だった。

しかし、同年２月16日、御作事方勘定役の役付きになり、直ぐに工兵指図役並勤方に昇進し、練

兵憧れの「黄金の陣笠」を冠り指図をする身になった。そして工兵指図役頭取に特進した。

一方、戊辰戦争という名の戦いは、慶応４年１月から始まり翌５年２月の函館戦争まで続いた。

その間江戸城では、開城の議決をするに先立ち江戸城の護りを固めることとした。純造の持ち場

は本丸大手（正門）と決まった。工兵指図役頭取の最後のお役目として、ここを護れることは本

望であり、身体が奮い立った。大砲を構え弾薬を貯え華々しき討ち死にを覚悟した。

ところが、将軍からは天璋院・篤姫を通じて、『江戸城は穏やかに開城し、軽率な振る舞いは

無きように』というお言葉が縛したに懇諭された。だが城内は意見が割れ、騒然となった。純造

の率いる部隊の士卒も騒ぎ立て、脱走か謹慎か二者択一に迫られた。そこでそれを決めるため、

城内の隊付き仕官一同は詰所に集合し総評議を開いた。

意見を求められた純造は、烈々たる気魄（きはく）を込めて帰趣（きしゅ）と大義の存ずると

ころを熱心に論し、脱走論者らを圧倒した。評議はついに『謹慎』と決定したのである。

だがその時、純造に「謹慎して武器弾薬を取り上げられた後に、紛乱（ふんらん）が生じた場

合に、我々は手を束ねられて斬首（ざんしゅ）を待つのか！」と、詰め寄ってきた士官がいた。

すると純造は「万全の備えがある、余は死を以て誓う。」と断言した。

純造は「万が一の時に備える」という掛かりにも任命されていたので、密かに元込銃三千挺、

スナイドル銃千挺そして弾薬一式を、深川の松原喜平衛宅に隠しておいたのである。これらはそ

の後、官軍に引き渡された。

江戸城の無血開城は慶応４年(1868）４月11日であった。その後、旧幕府軍は順次撤退し、新

政府軍が次第に鎮圧していった。7月に入り、鎮台府（ちんだいふ）の陸軍頭を通じて純造に、

新政府からのお召しが再三あったが拝辞していた。

しかし、８月５日付けを以て鎮台府の辯事（べんじ）から德川亀之助（家達・いえさと）宛純

造召し出しのお沙汰があった。又、純造に直接に陸軍頭・阿部邦之助からも会計局組頭に、仰せ

付けるとの辞令の通達があった。純造はお受けし出仕をした。

当時の会計局は、後の大蔵省（現財務省）で辰ノ口・傳奏屋敷跡（でんそうやしきあと）にあ

り、江戸詰めの高官で判事の江藤新平らがおり、周囲は殆どが薩長土肥（さっちょうどひ）の人

たちで固められていた。［この無血開城の項は「郷誠之助君伝」を参考にした。]

明治天皇の行幸で純造は、目と鼻の先である二十橋辺りで、謹んでお迎えした事と思われる。

郷 和彦 記

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造の推薦で渋沢栄一らを明治
新政府に仕官させた功績は大きい

明治新政府へ渋沢栄一らの登用を大隈重信へ推薦し
た郷純造に関する事項を51、52頁から引用する。

改正掛と実業界入り（渋沢栄一）より

「渋沢栄一を知る事典」
編者 渋沢栄一記念財団
2012年（平成24年）10月
発行 （株）東京堂出版

1869年（明治２年）の10月、新政府から静岡藩のもとに、栄一への招状が届いた。
一度は断ったが、伊達宗城（むねなり）、郷純造の推挙と大隈重信に説得されて、民部
省租税正として新政府に勤務することになった。さらに栄一は、杉浦譲、前島密、赤
松則良、島田三郎ら主に静岡藩から来た旧幕臣10数名をとりまとめる民部省改正掛の
掛長にも任命され、近代日本の国づくりにとりかかった。度量衡、租税制度の改正、
暦、銀行制度、貨幣金融制度、郵便制度、鉄道敷設、官庁建築など、近代化に必要と
考えられるあらゆる制度の導入を手掛けた。まさしく近代日本社会の基盤整備を行っ
たのである。
栄一は、第一銀行を設立する一方で、東京養育院の設立にも関与していた。1870

年（明治３年）には大蔵少丞、翌年には枢密権大史に転任した。
・・・・その後、大久保利通との対立により、1873年（明治６年）明治政府を井上馨
ととも辞した。大久保との対立の理由はさまざま考えられるが、直接の原因は国家財
政に対する両者の考え方の違いにあった。薩長藩閥出身者が多数を占める新政府の中
で、最高実力者であった大久保とは合わなかった。

（1）郷純造1825年（文政８年）～1910年（明治43年）美濃国黒野の豪農の三男と
して生まれる。大垣藩用心に武家奉公したのち、各地を転々とするが、対外
交渉、貿易問題などの実務を着けた。御家人株を買い幕臣になったが、江戸
城開城後は新政府軍に従軍した。維新後、44歳のとき大蔵省に勤務し、渋沢
栄一、前島密、杉浦譲など旧幕臣を明治政府に推薦仕官させた功績は大きい。
後に大蔵次官を経て、貴族院議員、男爵となる。

補足1：改正掛（かいせいがかり）= 明治２年11月18日（1869年12月20日）に民部省に設
置された部局で、明治３年７月10日（1870年８月６日）に大蔵省に移管され、明
治４年７月27日（1871年９月11日）大蔵省と民部省の再統合の際に廃止された。
明治政府に必要な制度改革の素案を作成した。出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

補足2：郷純造も渋沢栄一と同じく、幕臣の出身である。大蔵少丞、大蔵大丞と出世
していたが幕臣嫌いの大久保と合わず、負債取調係に降格させられ、役職が渋
沢の下位になっていた時期がある。因みに渋沢栄一が大蔵省に登用された明治
２年は渋沢栄一29才の若さ。明治新政府に入り４年目の郷純造は44才。



郷純造葬儀案内状
1910年（明治43年）12月2日
郷本家八代清三郎宛て

郷和彦蔵

76

郷純造（76歳）
黒野小学校に土地寄贈

1901年（明治34年）7月

田6段5畝17歩（約2千坪）

1928年（昭和3年）8月
黒野小学校男子同窓会発行

（反）

谷汲山華厳寺･本堂前大石燈は郷純造寄付

2017年（平成29年）10月の台風被害で石燈壊れる

郷純造が明治38年（1905）に谷汲山華厳寺本堂前に
左右一対の大きな石燈を寄付した。しかし2017年10月
の台風21号被害で樹齢約300年のモミの木が倒れ、両
側共に石燈が壊れた。その後、本堂裏の石燈が移設さ
れた。華厳寺の純造銘石燈は、112年間存在していた。

「明治38年2月勲二等郷純造」
の銘
2017年3月13日 郷和彦撮影

現在の本堂前 筆者撮影
左右１対の石燈、以前は純造銘

台風で倒れたモミの木
写真：華厳寺提供

郷純造・誠之助 父子資料



77

郷純造・誠之助 父子資料

『中島みゆきの曾祖母は郷純造の妹志乃で、子の中島武市は明治29年、岐阜県土
貴野村（現・本巣市）の出身で数えの16まで育ったという。
母、志乃は亭主運が悪く、大垣藩士であった武市の父、臼井忠義に死に別れて、

小作農の中島源吉と再婚。だが、またもや夫に先立たれてしまう。そのため武市は
満足に学校に通うこともできず数えの16で大阪心斉橋へ奉公に出た。生まれつき頭
の切れた武市は、やがて筋金入りの大阪商人へと変貌していく。ところが５年の歳
月が過ぎた頃、主家の娘と恋仲になり、店の金に手をつけて逃走し、全てを失い故
郷へ戻った。とはいえ都会の暮らしを知った武市には、農夫で一生を終える人生は、
もはや考えられなかった。
そこで一度も会ったことのない従兄を頼って上京する。この「従兄」は、かなり

著名な人物である郷誠之助男爵、近代史に名を残す財界人だ。
武市の母が志乃、その兄が郷純造であり郷誠之助はその息子だった。つまり自分

たちは従兄弟の関係であると、武市は回想録で繰り返し語っている。だが、郷誠之
助の君伝を見ると、そこに書かれた家系図の中に志乃の名はない。志乃の母は正妻
ではなかったのだろか。
郷誠之助は突然現れた山出しそのままの、従兄と称する武市を見て、当然ながら

門前払いした。「ワシに志乃ちう叔母のあることは聞いているが、武市という従兄
弟がいるということは知らない。あまり心やすそうに名乗ってこられても困る。立
派に独立してから顔を出すがよい」（『波瀾に富む50年 中島武市氏の半生史』昭
和30年。以下、文中では回想録と記す）
岐阜から中島武市が従兄の郷誠之助を頼って訪ねていったのは、大正３、４年の

ことであった。財界の中心人物として華やかな活動をしていた当時の誠之助は、そ
んな武市を見ると座敷にも上げず、玄関先ではねのけたのだが、武市はそれが悔し
くて、「絶対にひとかどの人物になって再会を果たす」との思いを胸に抱き、以来
がむしゃらに働いたのだと回想録で語っている。
誠之助に門前払いされた武市は、しかたなく東京で洋食屋の皿洗いなどをし、次

に名古屋に出て株屋の定員となった。そのとき、偶然「定員募集、生来大成せんと
するものは北海道に来れ 北海道旭川区 博進堂書籍店」と書かれた新聞広告を目

この本には著名人10名の血脈が紹介されている。
その一人に「哀しき父への鎮魂歌」のタイトルで歌
手中島みゆきの血脈が全29ﾍﾟｰｼﾞに書かれている。
この中から中島みゆきの祖父中島武市について引用
する。

中島みゆきの曾祖母は郷純造の妹

「日本の血脈」 石井妙子著
「哀しき父への鎮魂歌」中島みゆき

発行 2013年12月 文藝春秋

「日本の血脈」（文藝春秋）より
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『誠之助には腹違いの弟妹があり、
妹幸子は東京川崎財閥の二代目当主、
川崎八右衛門に嫁ぎ、その下の弟・
昌作は、乞われて三菱の創始者、岩
崎弥太郎の養子になった。岩崎弥太
郎には実子が多くいたが、男爵であ
り政財官に強い影響力のあった鄕家
と縁を結びたいという気持ちがあっ
たのだろう。
郷昌作は、岩崎豊弥と名を改め、

その娘、君子は昭和天皇の侍従長、
入江相政（すけまさ）と結婚する。
入江の姉、邦子は髙木正徳（まさなり）

子爵と結婚し、その娘・百合子は三
笠宮と結婚している。つまり、中島
みゆきと三笠宮家は縁戚関係にある
と家系図は物語るのである。』

「日本の血脈」（文藝春秋）より

にし、大正５年北海道へと渡る。
以後時を経て武市は北海道で成功し、帯広商工会議所副会頭となった武市が20年

振りに誠之助の元へ訪れた。武市の回想録によれば、郷は20年前とは打って変わっ
て武市を座敷に上げると、「偉い、偉い、よく頑張った。これからは親戚ずきあい
をしよう」と慰労してくれたという。武市にとっては人生の目標が願った瞬間だっ
た。

だが、武市の名誉欲、出世欲はその後も留まらず、戦後は政界に乗り出し昭和21
年から立て続きに衆参合わせて３回、国政選挙に立候補している。だが三度とも落
選した。以後、国政はあきらめて、帯広市議会議員となる。丁稚上がりで野生をむ
き出しにし、がむしゃらに働いて帯広でのしあがった中島武市、その長男として生
まれたのが、中島みゆきの父、眞一郎である。

武市は帯広では財界人として知られた人物だった。手広く商売をし、帯広市議会
議員を長く務め、議長にも選ばれている。また二宮尊徳像をはじめ、帯広開拓の先
駆者である依田勉三像などを次々と学校や市に寄付し、篤志家としても知られた。
今でも市内のあちこちに「寄贈者 中島武市」と記された銅像は多く残され、武市
が依田勉三像とともに寄付した土地は「中島公園」と名付けられている。』
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岐阜新聞 2012年（平成24年）4月21日付掲載

歌手中島みゆき祖父中島武市の故郷岐阜

「大志を抱いた人びと」 －岐阜県人の北海道開拓物語－
1998年 岐阜県歴史資料保存協会編 より引用

中島武市の母の兄は松方財政の推進者で大蔵次官を務めた男爵郷純造。純造
の次男が郷誠之助。武市と誠之助は従兄弟同士にあたる。
武市は明治29年土貴野村（糸貫町）早野に生まれる。独立の夢を抱いて新転

地の北海道旭川に渡り、帯広を本拠地として行商を始め、やがて帯広商工会議
所会頭となり、北海道商工会議所連合会副会頭に推された。また帯広市議会議
長ともなる。北海道に岐阜県人会創立されると、その会長に推され発展に尽く
す。武市は生前「自分は寄付することが仕事であり、営業だ」と誇り、銀行か
ら借金して帯広市や郷里の糸貫町へ数々の寄付をしている。

中島武市生誕の本巣市土貴野訪問
(旧本巣市糸貫町）

最近歴史交流の古河太麻命氏の叔父が旧
土貴野村村長であったことと、古河氏が戦
時中一時疎開していたこともあり、中島武
市が母校の土貴野小学校に寄付したピアノ
があるようだと聞き、郷和彦氏と３名で小
学校の佐藤直秀校長を訪問。中島武市資料
や寄付目録に昭和29年寄付のピアノ名確認。
その後、本巣市教育委員会の職員とともに
中島家に縁がある光輪寺へ。中島洋晃住職
ご夫妻から武市についてお聞きし、武市先
祖の墓を訪問。そして糸貫公民館へ、公民
館長の案内二階奥のピアノに「寄贈 北海
道帯廣市中島武市」の銘を確認する。後日、
本書に寄稿の服部高信氏と４名で土貴野神
社と武市寄付の二宮尊徳像がある小学校へ
再訪問。
中島武市は糸貫町名誉市民第１号。
2021年4月23日、5月7日訪問 記 河口

中島武市

土貴野神社西の忠魂堂に
中島武市胸像

銘板は大野伴睦書
鳥居・忠魂堂なども寄付

中島武市寄付のピアノ
糸貫公民館

二宮尊徳像
土貴野小学校

伊佐治邦夫 提供
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純造と原三溪の接点

純造大蔵省退官記念（63才）の煎茶席の図鑑

原三溪は横浜の三溪園に室が３ヶ所あり
その一つにこの純造の室と同じ物を造ったそうだ ↓

図録 【特別展 岐阜が生んだ原三溪と日本美術】
三溪園所蔵

発行 ２０１４年 原三溪展実行委員会

「随意荘雅集録」郷純造著より

「随意荘雅集録」郷純造著
三溪園所蔵

岐阜市歴史博物館著
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関係分抜粋
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※1. 因みに鎌吉の姉幾保は森春涛の息子槐南に嫁す。又、黒野の国島雅敬（1819～1877）の
妹勢以（清子） は森春涛に嫁し、雅敬へ各務省三の妹美知が嫁いでいる。

※2. 海運事業の岩崎弥太郎は自社に海上保険会社の設立を政府に打診していたが却下されてい
る。

※3. 各務鎌吉は荘田平五郎の仲介で岩崎弥太郎の妹・佐幾夫婦の四女繫尾と結婚。郷誠之助の
弟豊弥（旧名昌作）は弥太郎の養子となり姻戚関係にある。

※4. 1925（大正14年）各務鎌吉は専務取締役→取締役会長に→終生勤。平生（60歳）は退職す。
※5. 各務鎌吉は平生釟三郎が退職の時衝突していたが、平生が経営する甲南高校の基金の中へ

友情の記念として金10万円を10カ年賦をもって寄贈した。（「平生釟三郎」 545頁参孝）
・各務謙吉は日本人実業家として始めて米雑誌「TIME」（1931年5月18日）の表紙を飾る。

《参考文献》
・「東京海上火災保険株式会社六十年史」 昭和15年10月25日発行
・「各務氏の手記」と「滞英中の報告及び意見書」 昭和26年5月20日発行

編者：稲垣末三郎 発行所：東京海上火災保険株式会社
・「平生釟三郎」 昭和27年5月22日発行 著作者：河合哲雄 発行者：拾芳会
・日本経済新聞 各務鎌吉 2000年（平成12年）12月18日（月曜日）掲載
・岐阜新聞 ぎふ人物伝 実業界の巨人各務と平生 2009年8月1日掲載
・「各務鎌吉君を偲ぶ」 財団法人 各務記念財団 昭和24年5月27日発行
・「平生釟三郎自伝」 財団法人 名古屋大学出版会 1996年3月20日発行

郷 和彦 記
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岐阜県図書館蔵

「明治前期財政経済史料集成 第九巻」 藩債輯録
1963年（昭和38年）9月発行

大蔵省編纂 明治文献資料刊行会版
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郷誠之助 「講道館」後援会長を務める

日本柔道の創始者で嘉納治五郎が1882年（明治15年）、講道館を設立。「柔道の父」・「日本の
体育の父」とも呼ばれる。 渋沢栄一は、講道館が財団法人になった1910年（明治43年）～栄一が
亡くなる1931年（昭和6年）まで、監事をつとめていた。

この間に後援会が組織され、大正１４年に郷誠之助が会長に就任していたことが、下記の渋沢
栄一記念財団デジタル版『渋沢栄一伝記資料』（WEB）に記されている。

出展： 公益財団法人 渋沢栄一記念財団
デジタル版『渋沢栄一伝記資料』 URL: https://eiichi.shibusawa.or.jp/denkishiryo/digital/main/

第43巻 p.365-372（DK430055k）

大正15年2月9日（1926年）

是ヨリ先、十四年九月三十日、交詢社ニ於テ講道館評議員会開カレ、郷誠之助ヲ会長トスル当後援
会ノ成立ノ件報告サル。栄一、当後援会ノ評議員ニ推サル。是日、日本工業倶楽部ニ於テ評議員会
開カレ、栄一出席ス。

講道館書類（一）（DK430055k-0001）
第43巻 p.365 

講道館書類（一） （渋沢子爵家所蔵）
（謄写版）
拝啓、時下愈御清穆奉賀候、偖前回の評議員会ニ於て大体御賛成を得置候講道館拡張の儀ニ付、
後援会を組織され郷男爵其会長ニ就任せらるゝ事ニ決定相成候、右に関し其後の成行を御報告申
上御了解を得置度、又右後援会が資金を得るまで其事業進行上必要の費用を一時講道館より立替
置度、右の為評議員会相開き度候間、御多端の折恐縮なから来三十日午後五時山下町交詢社（帝
国ホテル後）へ御来会被下度、此段得貴意申候 敬具

追て御来会の有無別紙葉書にて折返御返事被下度候
大正十四年九月廿五日 講道館長 嘉納治五郎

（宛名手書）
渋沢栄一殿

（謄写版）

拝啓、去る九月三十日交詢社ニ於て講道館評議員会相開き、兼て前評議員会ニ於て御諒解を得置
候本館寄附金募集之儀ニ付別働機関を組織するの件、追々進行致、今回金弐百万円募集の目的
を以て講道館後援会なるもの成立致、其会長ニ男爵郷誠之助氏就任被致、理事も一応人選を終り
、実行ニ移り行候ニ付ては、同会必要の費金を一時講道館より立替置くの必要を生し候ニ付、右評
議の結果左の通り決議相成候間御諒承被成下度候

一、講道館拡張の為後援会を組織し金弐百万円を募集することに決し、其成立を告けたるに付、
講道館基本財産の内より必要ニ応し金壱万円以内を一時後援会ニ立替支出する事
右為念御通知申上候 草々敬具

大正十四年十月六日
講道館長 嘉納治五郎

（宛名手書）
渋沢栄一殿
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大正十四年度講道館事業及会計決算報告書 第二―六頁（大正一五年）刊（DK430055k-0002）
第43巻 p.365-366 大正十四年度講道館事業及会計決算報告書 第二―六頁（大正一五年）刊

事業概況
- 第43巻 p.366 

○上略
前年来評議員会ノ諒解ヲ得タル講道館拡張ニ関スル件ハ、屡次有志者会合シ協議ノ結果、講道
館後援会ナル一団ヲ組織シ、敷地購入・道場建築、各部門ニ亘ル柔道ノ研究、其他緊急必要ナ
ル基金ヲ得ル為メ広ク寄附金ヲ募集スルコトヽナリ、会長ニハ男爵郷誠之助氏就任、評議員理事
委員等ニハ多方面ヨリ有力者ヲ網羅シ、事務所ヲ丸ノ内日本工業倶楽部内ニ置クコトヽナレリ

処務ノ要件
○中略
一、九月三十日、交詢社ニ於テ評議員会ヲ開キ、嘉納治五郎・嘉納徳三郎・潮田方蔵・吉岡範策・
山下義韶・中川末吉・本田親民・富田常次郎・正力松太郎・本田存・永岡秀一・飯塚国三郎諸氏出
席、嘉納館長議長トシテ講道館後援会成立ノ件ヲ報告シ、且ツ後援会ノ活動ヲ便ナラシムル為、
講道館所有金ノ内ヨリ一時必要ノ資金ヲ同会ニ立替支出スルノ件ヲ附議シ、左ノ如ク決議シタリ

講道館拡張ノ為講道館後援会ヲ組織セラルルコトニ決シタルニ付必要ニ応ジ講道館基本財産
ノ内ヨリ金壱万円以内ヲ、一時後援会ニ立替支出スル事
○下略

財団法人講道館後援会書類（DK430055k-0004）
第43巻 p.367 

財団法人講道館後援会書類 （渋沢子爵家所蔵）
（別筆朱書）
大正十五年二月一日
講道館後援会々長男爵郷誠之助氏来状

（印刷物）
拝啓、時下益々御清穆奉賀候、陳者今般財団法人講道館の事業を援助する目的を以て、講道館
後援会を組織致し、不肖会長の任に当り候事に相成候処、幸ひ尊台に於て本会評議員たる事御
内諾被下候趣奉謝候就てハ公私御多端の御事とは存じ候へ共、何卒本会の為め御尽力を煩はし
度切望の至に奉存候、右御依頼申述度、此段得貴意候 敬具

大正十五年二月一日
講道館後援会々長 男爵 郷誠之助

（宛名手書）
子爵 渋沢栄一殿

（謄写版）
拝啓、陳者来ル二月九日午後四時ヨリ、丸ノ内工業倶楽部ニ於テ、講道館後援会評議員会ヲ開
催致シ、同会寄附金募集ニ関スル会務ノ状況ヲ報告シ、後援会趣意書及後援会々則ノ御承認ヲ
仰キ、且ツ後援会々計規則ノ御審議ヲ煩ハシ度候間、御多用中トハ存候得共、御繰合セ御出席
被下度候 敬具

大正十五年二月五日
講道館後援会々長 男爵 郷誠之助

（宛名手書）
子爵 渋沢栄一殿

二伸、御出席ノ有無ハ封入ノ端書ニテ御回答願上候
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渋沢栄一 日記 大正一五年（DK430055k-0005）
第43巻 p.367 

渋沢栄一 日記 大正一五年 （渋沢子爵家所蔵）
一月二十八日 晴 寒
午前○中略嘉納治五郎氏来リ○飛鳥山邸講道館寄附金募集ニ付趣意書及規則書ヲ示サル、依
テ大体ニ於テ同意ノ事ヲ答フ○下略

○中略。
二月九日 晴 寒
○上略四時再ヒ工業倶楽部ニ抵リ、講道館柔道奨励ノ為ニ設立セル後援会ニ出席ス、郷誠之助
氏其他ノ諸氏ト寄附金募集ノ事ヲ議ス、六時辞去ス
○下略

財団法人講道館後援会書類（DK430055k-0008）
第43巻 p.368-369

財団法人講道館後援会書類 （渋沢子爵家所蔵）
（別筆）
大正十五年二月九日日本工業クラブに開催せられたる相談会に出席せられたり

（印刷物）
講道館後援会趣意書

修文尚武は興国の要道なり。神武創業以来、今代に至る迄二千五百八十有余年、我が国政挙り、
紀綱張り、外患を一掃し、国運を伸暢し、以て国家をして常に磐石の安に在らしむるもの、我国民
が文を修むると共に尚武の精神を涵養したるによらずんばあらず。
明治維新直後、所謂る泰西文物の輸入に維れ日も足らざりし余弊は、由来尊重せられたる武術、
著しく弛緩し、甚しきは之を無用視するに至れり。此秋に際し、嘉納治五郎氏は、斯道の為め深く
計図する所あり、玆に日本伝講道館柔道を工夫し、明治十五年道場を設け、親ら教育指導の衝に
膺り、以て国民の体力を強健にし、徳性を涵養し、元気を作興し、風尚を淳化するの一大事業を
樹立せられる。是れ現今の財団法人講道館の濫觴にして、爾来爰に四十余年を経たり。
講道館は元来、嘉納氏の独力経営に成り、其貲用亦同氏の支持に由れるを以て、入門者よりは何
等報酬を収受する所なかりしが、漸次事業の繁盛に赴くに従ひ、入門料又は道場費として少額の
金員を徴するに至り、次で明治四十三年有志の賛助を得て、同館を財団法人とし、寄附行為の下
に事業を継承せり。
今其の成績を観るに本館入門者約四万人、有段者約壱万三千人、現に毎日本館及び在京諸学
校等に於て柔道を修行する者数万に及び、其他国内各地方に於ける修行者の数幾何なるを知ら
ず。更に欧米諸国に於ける斯道普及の状況を観るに、或は軍隊に於て或は警察官衙に於て之を
練習し、又は教科として之を課する学校あり、且つ大学体育科教授の熱心之を研究する者あり。
斯の如く我が国粋たる柔道は、今や世界的権威を発揮しつゝあり、然も倍々之が普及と保持とを図
らんには、省みて其の研究設備を整へ、以て内容の充実を講ぜざるべからず。
さて講道館の現状を査するに、修行者激増の為め、道場は狭隘を告げ練習に支障を生じつゝある
情況にして、之を拡張するは刻下の急務なりとす。
又同館の教職に在る者は、由来師弟の情誼に委せ、多年無報酬なりしが将来は相当の報酬を贈
るの制と為し、且つ柔道の各地方に普及するに従ひ、講道館より指導者を派遣し、以て其の純正
なる発達を助長せしめ、又た柔道教育の徹底を期する為め、特に教育者を養成するの必要あり。
然るに現在財団法人講道館の資産情態は、辛うじて現状を維持し得るに過ぎず。
上叙の諸事項は内外の情勢に鑑み、速に着手するの要、切なるものあるを以て、講道館々員一
同奮起して、自ら乏を割き労を効し、其大成を期せんとす。然れども多数の館員は志気満ちて財
力伴はざるの憾あり。吾曹は深く這般の消息に想到し、此の国家的社会的事業の一日も速に発
展せんことを冀ひ、玆に汎く有志者の援助を請ふの至当なるを信じ敢て自ら揣らず、講道館員と
与に本会を組織せる所以也。願くは微衷の存する所を諒せられ、各位奮て賛助を賜はらんことを。

講道館後援会々長 男爵 郷誠之助



97

郷純造・誠之助 父子資料

出展：報知新聞 [1936年（昭和11年）12月8日]

所蔵：神戸大学経済経営研究所新聞記事文庫

郷誠之助男の足跡 ひき際は満点!
世話業開店の素地は東株理事長時代に作る

財界の巨星郷誠之助男の退陣は財界に異常なショックを与えると共に、同男の持つかがやける
経歴、高邁なる識見と人格にあきたらず、その出所進退にも実に胸のすくようなあざやかな手際を見
せた、人間惜まれて退く程幸福なことはあるまい、この意味において郷男は最後まで羨望に堪えざ
る財界人として永く世人の記憶に止まるだろう…と先ず一言讚辞を呈しておく。

郷男は慶応元年の生れだというから当年とって七十二、故松方正義の片腕大蔵次官として明財
政の確立に与かって力あった郷純造の御曹司である、例の不換紙幣整理や金本位制等は父親純
造氏の隠れたる大努力がひそんでいる、純造氏はその功によって華族に列せられたのだから、バロ
ンの名称が親譲りのものなら、そのち密な整理的頭脳もまた親譲りといえぬことはあるまい。

郷男は今でこそ威風堂々、ちょっと近づき難い威厳をそなえているが、あれで若い頃はよくいえば
奔放不覇、悪くいえば手のつけられぬ道楽息子であった。
ドイツのハイデルベルヒ大学を卒業して「ドクトル・オヴ・フロイソフィー」の称号を帯びているが実は親
父から勘当同様の宣告を受けて漂然ドイツに流謫を命ぜられて名残りであるといえる。

帰朝後農商務省の嘱託かナンカでくさっていたが、その中日本運輸、入山採炭、東洋製鉄等の
社長にかつがれてからだんだん天稟のえい才を発揮し出した、明治四十四年東株理事長に選ばれ
てからの彼はいよいよその本領を発揮して、隔月問題その他縦横の手腕を揮ったが、後年財界世話
業開店の素地はこの時代に作ったものだといえよう。

ことに日本運搬などはとてもひどいボロ会社だったが郷男が関係してから見違える程更正したとい
うので大いに男を上げた。

現在三十いくつかある肩書の中、目ぼしいものを拾うと大正七年東洋製鉄社長、昭和二年東電会
長、同五年東京商工会議所会頭、同七年日本経済連盟会長にそれぞれ就任今日に至った次第。

新聞記事
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一体郷男が今日の地盤をきづき上げたのは何といっても財界世話業のお陰であろう、世話業者
としては渋沢、和田につぐ三代目であるが、この世話業なるもの、誰でも良いというわけのものでな
い、ある人は財界世話業者の条件としては、

(イ) 財界の長老なること
(ロ) 顔が広いこと
(ハ) 世話好きであること
(二) 公平無私なること
(ホ) 押しが利いてしかも酸いも甘いもかみ分ける苦労人であること
(ヘ) 財産があって金ばなれよく、無欲恬淡なること。

先ずこれ位の条件がいるといった世話業者として郷男が幅をきかせたゆえんである、
世話業者として手にかけた事件はかなりある。

最初は大正十四年の郵船東洋汽船の合併、これなどは中途で交渉が行悩んだものを、渋沢翁や
大橋新太郎氏にねぢ込んで到頭物にした。

それから国際通運、明治運送の合併、東電と東京電力の合併、十五銀行、川崎造船所の整理、
例の島徳一派の日魯漁業乗取事件、東洋モスリン、東電整理、八千代生命問題さては下って日本
製鉄の創立、セメントの統制等々ちょっと筆者などの記憶にあるだけでもこれ位はある、きのう引退
声明で、他人の伝記などを沢山送って来るが読んで面白くないから積み上げてある、だからわしも
書かぬことにしてある。と伝記を軽くボイコットしたが、郷男の世話業伝だけでも立派な財界史になる
だけの価値はあろう。

もっともこの財界世話業なるもの自由主義華やかなりし頃の産物で各事業相互間、金融家と企業
者、財閥と財閥等、相互間の利害錯綜した場合にいるもので、今どきのように「資本主義の第三期」
だとかで、大蔵大臣までが準戦時体制論を持出すような統制ばやりの時代には段々その必要性も
減殺される、現に郷男が日本経済連盟会長就任以来は、むしろこうした事業家相互のイザコザより
も財界それ自体の基礎的な問題にぶつかり、そうした意味で郷男の存在は単なる世話業者としてで
なく、より広い、より深刻なる性質を帯びたものとなって来た。

郷男の引退が惜しまれるのは恐らく、切迫した社会情勢下にあって、同男がリベラリズムの最も強
力なる代表者としてであろうと思う。

さて郷男引退後の財界は?…人物からいってもまた御時勢からいっても郷男の地位をそのまま承
継する人物はこの際困難であろう、で恐らく財界の代表機関たる日本商工会議所、日本経済連盟、
全産連いずれも別々に担当されるので時勢にふさわしい会議所会頭には恐らく興銀総裁結城豊
太郎、全産連会長には藤原銀次郎がそれぞれ推されるだろう、経連は門野重九郎、井坂孝両氏で
あるが、多分やはり名義だけは郷男にしておいて事実上の切盛りは右の両氏が担当するのではな
いか。
結局我国財界の重要問題は今後は結城、藤原、大橋(新)門野諸君の合議制でもって進められるの
ぢゃないか、時代の波からいってもこの事は当然だろう。

さて引退後の郷男御本人はどうする考えか、同男の声明では、
明年四月から旅行でもして専心静養に努めたい、場合によってはハワイあたりにも出かけたい身

体の調子が良くなれば財界の第一線には立たないが、老人向の相談なら引受てもよい。
といっているから「郷財界相談所」の復活は期待してもよさそうだ、最後に男は声を落としてこうして
いよいよ辞めると何だか古い女と別れた時のようでやっぱり未練が残るネと白状するところなど彼と
してもけだし感慨無量であろう。

データ作成:2010.6 神戸大学附属図書館

郷純造・誠之助 父子資料
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「電気新聞」 2020年3月付掲載
一般社団法人 日本電気協会新聞部発行

士魂商才 渋沢栄一

日本近代資本主義の父（№５８）

北康利作

中日岐阜ホームニュース 1985年（昭和60年）12月21日付掲載

第三章 明治新政府出仕 より引用

明治２年10月、渋沢栄一はその大隈重信から明治新政府へ
の出仕を求められる。元幕臣で民部大蔵少丞（しょうじょう）

（局長級）であった郷純造（後の大蔵大輔、貴族院議員、男
爵）が推薦してくれたのだ。
郷は栄一と同じ農民出身で、後に財界の巨頭として一世を

風靡（ふうび）した郷誠之助日本商工会議所会頭の父親である。
郷誠之助が栄一の後を受けて財界総理的な地位に立ったのに
も縁を感じる。
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岐阜日日新聞 1975年（昭和50年）6月9日付掲載

郷純造・誠之助 父子資料
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中日新聞 1988年（昭和63年）2月11日付掲載
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中日新聞

昭和7年6月24日の消印
郷誠之助宛 犬養毅書状
180×520 郷 和彦蔵
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岐阜新聞 県内版 2021年（令和3年）１月1日金曜日付掲載

郷純造・誠之助 父子資料
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岐阜新聞 県内版

生誕地に
案内版設置除幕式

郷純造・誠之助 父子資料

2021年（令和3年）4月4日
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国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築している、調べ物のためのデータベースより

WEB・データベース

郷純造・誠之助 父子資料
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渋沢栄一記念財団 渋沢史料館井上潤館長講演より
埼玉県日高市のホームページより

郷純造・誠之助 父子資料
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より
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千代田区麹町出張所地区連合町会のホームページより



110

先
意
流
中
極
目
録

一
刀
流
剣
術
中
極
目
録

一
刀
流
剣
術
目
録

純造（当時19才の策一）の剣術巻物（目録三巻）
下鵜飼大野理忠太道場で剣術習得

1864年（天保15年）4月 郷和彦蔵

文芸・趣向

郷
策
一
殿
（19
歳
の
純
造
）

幼
名
嘉
助
の
ち
策
一

天
保
十
五
年
（１
８
４
４
）

辰
四
月

正
弘

花
押

正
木
太
郎
大
夫

利
充
（大
垣
藩
士
）

大
野
理
忠
太

正
方
（下
鵜
飼
大
野
家
第
14
代
）

大
野
理
太
夫

正
春
（正
方
二
男
）

剣術目録の師匠名

郷純造・誠之助 父子資料

信
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取
金
兵
衛時

雄
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編者郷純造が収集の印譜

郷和彦蔵

「松石山房印譜」、「松石山房印譜続集」
しょうせきさんぼう

郷純造が収集して編纂した印譜のなかで、郷和彦さん
所蔵は、松石山房印譜６巻、松石山房印譜続集４巻。前
者は秦漢以来の古印を収集したもっとも古い印譜であり、
日本篆刻（てんこく）学上、特筆されるものであるとも
いわれる。印譜は印刷ではなく一枚ごとに押印されてい
る。

郷純造の印譜について印章史学者の松村一徳氏が月刊
書道情報誌「書道界」2017年11月（藤樹社発行）で次の
ように記述されているので紹介します。

いん ぷ

玉晶之部
（56印）

銅印之部
（62印）

石印之部

石牙竹蘆
瓷印之部
（80印）

石印之部（全419印）松石山房印譜続集

松石山房印譜（全423印）

（80印） （73印） （72印）

（121印） （109印） （101印） （88印）

「印章に関して気になる存在が、美濃国黒野(現在の岐阜市黒野)出身の郷純造(1825
～1810)である。豪農に生まれ幕臣・旗本となり、明治維新後の新政府では初代大蔵
次官を務め､退官後は貴族院議員となる。官僚・政治家だが篆刻（てんこく：印章を作成

する行為）への見識が高く、収集した泰漢以降の官私印や明清篆刻印を納める印譜『松
石山房印譜』(明治15年、中井敬所校訂)や、印譜を解題した『印譜考略』(同30年、
中井敬所評定)を上梓（じょうし：書物を出版すること）している。
他に『松石山房印譜績集』(同27年)、『随意荘印賸』(同29年)、『法眼居印賞・同

附録』(同33年)、『松石山房銅印考』(同37年)等がある。
郷純造の書面骨董蒐集は漢学塾泊園書院の勉学や幕府、政府での交遊からでは。泊

園書院は藤澤東畡（1794～1864）が文政8年(1825)大阪に開いた学問所で、昭和23年
に閉院するが3年後に、泊園書院の蔵書・自筆稿本や印章が関西大学内に東西学術研
究所、文学部に東洋文学科を開設した。印章は丸山大迂を含む江戸後期～大正期の印
人刻で南岳（東畡長男で書院を再興）旧蔵が175顆、黄鵠（南学長男）旧蔵が3顆。
純造の印癖は幼い頃よりというが、師南岳(通天閣の命名者)の影響もあるのでは。

実は地元芥見出身者に純造と同世代の篆刻家篠田芥津(1821～1902)がいる。」
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「郷純造が一軸１８０圓で買った藝阿弥が３２萬圓に」
郷純造の所蔵名品揃い２98点余りを入札100万円突破非常の好況
大呼物 「藝阿弥山水」31萬9千円の掛物（明治初年、純造が180円で手に入れた物）他

両国美術娯楽部内

読売新聞 1919年（大正8年）11月付掲載

郷純造 郷男爵家御蔵品入札 大正8年11月24日東京美術倶楽部
WEB  BIGLOBEより

郷純造は、美濃国（岐阜県）出身。幕末期には、幕府側で外交、貿易問題に対応し、明治以
降は、維新政府の大蔵官僚として活躍した。４男の昌作が、三菱創業者岩崎弥太郎の養子とな
り、娘幸子が川崎銀行の２代川崎八右衛門に嫁ぐなど、財界との縁戚関係も多い。

この入札は、純造の遺品整理として、嗣子の郷誠之助が実施したものである。世話人は、ま
たもや高橋箒庵が務めた。大正7年11月25日、川崎銀行を訪ねた箒庵に、頭取の川崎八右衛
門が、義兄弟の郷誠之助の書画売却に関する世話人を依頼、同27日、川崎銀行で川崎、郷、
箒庵が面談。入札による処分を決定している（『万象録』）。ただ、第一次大戦終戦後の不況の
時期であることに配慮して、当初、大正８年の早い時期に予定されていた入札は、誠之助の申
し入れによって、同年後半に延期された（『万象録』大正８年2月3日・6日条）。『東都茶会記』大
正８年11月14日付「五三楼愛蔵」では、郷純造の人となり、ならびにこの入札の中で特に注目さ
れた芸阿弥筆「観瀑図」（現、根津美術館）などを紹介している。

郷誠之助は、日本運送、日本メリヤス、入山炭鉱、王子製紙などの社長や役員を歴任し、東
京株式取引所の理事長も務めた財界人である。

売立では「観瀑図」が318,000円の突出した落札価格となり、総売上は1,001,000円を超えた。

郷純造・誠之助 父子資料

郷和彦蔵
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180円の一軸が32万円で入札
水墨画「藝阿彌（げいあみ）山水」

現在、東京都根津美術館所蔵 芸阿弥の「観瀑図」
芸阿弥 室町時代の画家
国の重要文化財

解説によると、室町時代の側に仕えた人の今に残
る唯一の絵

郷純造・誠之助 父子資料
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信為萬事本、信を万事の本と為す。信は全ての物事の基本である。
これは、あらゆる物事において、信用、信頼、信義なくして、物
事は始まらないという意である。

信為萬事本 郷純造書 郷 和彦蔵

松樹千年
郷純造書画

揖斐郡池田町沓井
益田 靖夫蔵

松ノ画
明治33年 郷純造書画

360×1127
郷和彦蔵

郷純造書
400×1540
郷和彦蔵

水墨画
明治14年 郷純造書画

675×1800
郷和彦蔵

郷純造の書・水墨画

画は安田老山（海津郡高須藩医の出で明治初年の日本画檀の重鎮）に
学び五三と号す
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郷誠之助（1865～1942）氏は、第一次世界大戦後から第二次大戦前にかけて、日本
の経済界を牽引した大実業家です。経営危機に陥った幾多もの会社の再建に次々と成
功し、貴族院議員や東京商工会議所会頭、日本貿易振興協議会会長などを歴任されま
した。氏が財界で活躍のかたわら25年余りをかけて収集した根付は、没後その遺志に
したがって当館へ一括寄贈されました。

根付は印籠や煙草入などを腰に提げる際に、紐の端につけた留め具です。明治時代
以降、根付を使う習慣は失われますが、その一方で根付は欧米の美術コレクターの心
を捉えました。多くの根付が海を渡って行くこととなり、郷氏は根付が海外に散逸す
ることを懸念し、国内に良い作品を残し伝えるべく、収集を始めたといいます。

郷誠之助・根付を蒐集
海外に散逸するのを防ぐために収集し寄贈

根付 出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

根付（ねつけ、ねづけ）とは、日本の江戸時代に使われた留め具。煙草入れ、印籠、巾
着や小型の革製鞄（お金、食べ物、筆記用具、薬、煙草など小間物を入れた）、矢立など
を紐で帯から吊るし持ち歩くときに用いた。江戸時代から近代にかけての古根付と、昭和
・平成以降の現代根付に大別される。 製作国の日本では服装の中心が着物から洋服に
移り変わるとともに使う機会が減ったが、外国人に美術面で評価されるようになり、印籠
と共に日本国外で骨董的な蒐集対象となった。

蒐集品として

根付は日本国内外で蒐集対象となっている。日本では郷誠之助、髙円宮憲仁親王・久子
夫妻が蒐集家として著名である。郷誠之助と憲仁親王が遺した膨大な数の根付は、いずれ
も東京国立博物館に寄贈され、その名を冠したコレクションとして所蔵されている。

郷誠之助寄贈根付274点 出展： 東京国立博物館(WEBサイトより編集）

東京国立博物館140周年特集陳列 根付 郷コレクション

臼兎牙彫根付 線刻銘「蘭亭」（高さ2.5㎝）
江戸時代・18世紀 郷誠之助氏寄贈

所蔵：東京国立博物館

2012年10月30日（火）～ 2012年12月9日（日）

しゅうしゅう

Image:TNM Image Archives



119

郷純造・誠之助 父子資料

郷氏の収集した根付はその体系的な内容と質の高さから、根付愛好者の間で「郷コレク
ション」と呼ばれ、高く評価されています。郷コレクションには、江戸時代から明治期に
かけての有名根付師の作品が満遍なく含まれているのです。今回の展示では久々に、その
全てを一挙に公開いたします。根付のさまざまな主題や作風の違いなど、実際の作品を比
較しながらご覧いただけます。

担当研究員の一言
東京国立博物館に根付の名品が収蔵されているのは、郷氏のおかげです。その先見の明

に、尊敬と感謝の気持ちでいっぱいです。／竹内奈美子

「別冊太陽 骨董をたのしむ 『印籠と根付』平凡社（1995年刊）」

郷コレクションの章に郷誠之助が東京国立博物館に寄贈した根付写真と解説文章が100～110頁

に掲載されています。

主な出品作品 展示作品274点のリストがWEBサイトに掲載されています。

蛤牙彫根付 線刻銘「懐玉」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
饅頭形唐美人牙彫根付 線刻銘「明鶏斎法実」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
臼兎牙彫根付 線刻銘「蘭亭」 江戸時代・18世紀 郷誠之助氏寄贈
風神雷神牙彫根付 線刻銘「鴇楽民」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
面持猿木彫根付 線刻銘「三輪」 江戸時代・18世紀 郷誠之助氏寄贈
猩々木彫根付 線刻銘「寿玉（花押）」 明治時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
常盤牙彫根付 線刻銘「光広」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
癋見面木彫漆塗根付 線刻銘「天下一出目是閑」 江戸時代・18世紀 郷誠之助氏寄贈
東方朔木彫根付 線刻銘「啄斎」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
高砂牙彫根付 線刻銘「景利」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
心磨牙彫根付 線刻銘「友親」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
刀鍛冶牙彫根付 線刻銘「白雲斎」 江戸時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
大原女牙彫根付 線刻銘「光明（花押）」 明治時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈
高砂牙彫根付 線刻銘「藻己刻」 明治時代・19世紀 郷誠之助氏寄贈

画像検索 https://webarchives.tnm.jp/imgsearch/

東京国立博物館の郷コレクションは274点あり、列品番号はH-3925～H-4198まで。
画像はその一部だけが見れます。
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とっ こう

涅槃図 鎌倉時代以降
室町～戦国時代の作
岐阜県指定重要文化財

郷純造は、郷家の菩提寺である小野の正法寺に約４千坪の土地寄付、また宅間良賀の涅槃図二
幅及び十三仏の画幅を寄贈している。観音堂の再建も純造である。境内には郷純造の碑が鎮座して
いる。

正法寺は 真言宗古義派の寺院で、山号は五光山。古くは奈良時代に始まるとされるが、幾度か兵
火にかかりその歴史は途絶えている。美濃四国56番札所。

黒野城主加藤貞泰が再興
文禄３年(1594)豊臣秀吉の命により、加藤左衛門尉貞泰が「大慈山」と「医王山」両山を一つにして

再興、叔父の桂泉僧正を招き、黒野城の祈願所「五光山蓮華王院正法密寺」とした。
桂泉和尚は光泰の父景泰の子。慶長４年(1599）父光泰の七回忌法要に貞泰が父光泰の追善建基
碑を建立。 慶長年中に貞泰は客殿や雑舎を再興。

境内には本堂のほか、観音堂、地蔵堂がある。純造が寄贈した「絹本著色涅槃図」 は優品として
県重要文化財に指定されている。釈尊が宝台上に横たわり入滅の情景を描いた図二幅。一幅は南
北朝時代の暦応３年（1340）の作。他の一副は室町時代初期の作。

涅槃図は元々は伊勢のお寺（観音寺）に寄付され、縁あって純造が入手し明治22年(1889)に寄贈。

安田以哉坊の桜塚と墓
境内には江戸時代、黒野生まれ偉人の一人。俳人芭蕉を受け継ぐ美濃派（獅子門）道統第５世、

安田以哉坊 ［正徳５年(1715)～安永９年（1780）享年66才]の桜塚と墓がある。

郷純造の徳行
－小野 正法寺－

郷純造石碑

観音堂

五光山正法寺

けんぽんちゃくしょくねはんず

涅槃図 平安～鎌倉時代
南北朝時代暦応３年（1340）
岐阜県指定重要文化財
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東京九段 長谷川写真館

郷和彦蔵

84歳 明治42年10月撮影
東京九段 長谷川写真館

郷和彦蔵

郷純造翁

郷誠之助翁

少年時代 頭髪を剃って
勉学に精進した姿

君伝より

青年時代及び兄弟

向かって右 誠之助
中央後ろ 義兄温

左 幸（後の川崎八右衛門夫人）
君伝より

少年時代
傘を背負って無銭旅行の道中姿

君伝より

純造夫人

鄕家写真・系図

郷和彦蔵

君伝より

君伝：男爵郷誠之助君傳
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演壇に於ける誠之助 君伝より入山採炭社長時代 君伝より

位階服姿 君伝より

東株理事長時代 君伝より

東京電燈会長時代
君伝より

晩年の誠之助 郷和彦蔵

ドイツ留学時代の学友 君伝より

前
列
右
よ
り

中
澤
岩
太
、
都
築
馨
六
、
田
村
怡
興
造
、
土
方
久
名
、
松
方
厳

後
列
右
よ
り

木
場
貞
長
、
井
上
哲
次
郎
、
末
岡
静
一
、
郷
誠
之
助
、
藤
沢
利

喜
太
郎
、
和
田
維
四
郎

左の誠之助拡大

郷純造・誠之助 父子資料
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郷純造石碑（黒野墓地内）

明治31年6月郷和彦蔵 令和3年2月 筆者撮影 郷純造石碑 令和3年2月
小野正法寺内 筆者撮影

男爵郷誠之助葬儀及び告別式
上遺族席・下 葬儀委員席

君伝より

東京の郷邸 玄関と全景

男爵郷誠之助葬儀築地本願寺 君伝より

・秩父宮献花
・「特旨ヲ以テ
正三位勲一等
セラル」立札

千代田区麹町番町

・誠之助の徳望を慕う財界
の後輩らが毎月一度の勉強
会「番町会」の会場となった

郷純造・誠之助 父子資料

君伝より

郷純造（左）・郷誠之助（右）東京青山霊苑
ブログ「万遊歩撮」より



昭和時代初期の黒野
１９４８年（昭和２３年）米軍撮影航空写真 国土地理院ＨＰよりダウンロード
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郷純造・誠之助生誕地

黒野城跡

黒野小学校

黒野別院

郷純造・誠之助 父子資料
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郷家家系表

長
男

学

家紋 左三巴

郷純造・誠之助 父子資料

男爵郷誠之助君傳より

（
昭
和
四
七
年
四
月
生
）
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黒野村本家家系表

(

昭
和
一
六
年
一
月
一
五
日
生
）

幹

子

(

昭
和
一
七
年
七
月
三
日
生
）

(

昭
和
四
七
年
四
月
一
七
日
生
）

十
一
代

長
男

和

彦

十
二
代

学

(

昭
和
二
〇
年
六
月
一
一
日
生
）

(

昭
和
五
二
年
一
一
月
九
日
生
）

妻

佳

子

妻

朋

子

(

昭
和
一
二
年
七
月
八
日
生
）

三

恵

子

(

昭
和
二
一
年
一
〇
月
二
〇
日
生
）

昌

彦

(

永
末
潔
妻
）
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男爵郷誠之助君傳より
但し昭和年代は追記
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生誕地に案内板設置

郷純造・誠之助 父子資料

訂
正

郷
誠
之
助

右
か
ら

5行
目
×
番
長
→
〇
番
町
、

12
行
目
×
哲
学
博
士
→
〇
経
済
学
博
士



128

明治・大正・昭和初期郷土の偉人

郷純造・誠之助生誕地に案内板設置・除幕式

2021年（令和３年） ３月21日に予定していた除幕式は、雨天延期で４月４日に開催。
黒野自治会連合会西垣薫会長、岐阜市市民活動交流センター堤正男所長など来賓17
名と研究会員19名の参加で除幕式を開催。
今年はNHK大河ドラマ「青天を衝け」が放送中で、主人公渋沢栄一と郷純造や誠之助

との関係を、この機会に地域に知っていただこうと生誕地に案内板を企画し、地域の事
業者様の寄付金と黒野まちづくり協議会の支援で設置できました。
当日の模様はCCNTV放送や新聞２社と情報誌の取材報道もあり、今後、黒野出身両名

の知名度も認知され、郷土の歴史文化の伝承と発展に寄与することができるものと思
います。

郷家11代当主 郷和彦氏

郷純造・誠之助 父子資料
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文献・その他
・神戸大学付属図書館「郷誠之助の足跡」2010年
・大阪商工会議所所蔵「五代友厚宛郷純造書簡」
・郷清三郎宛郷純造葬儀案内状 1910年 (明治43年）
・谷汲山華厳寺提供 台風で倒れたモミの木 2017年
・「藩債処分・・・幕末諸大名の借金顛末記」服部高信記 2020年
・神戸大学付属図書館「郷誠之助の足跡」2010年
・小野正法寺資料
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新聞記事
・岐阜新聞「分水嶺」2012年（平成24年）
・日本経済新聞「各務鎌吉」2000年（平成12年）
・岐阜新聞「ぎふ人物伝 実業界の巨人各務と平生」2009年
・報知新聞「郷誠之助の足跡」神戸大学経済研究所新聞記事文庫1936年
・岐阜日日新聞「50年の証言23」経済会の再建に献身 郷誠之助 1975年（昭和50年）
・中日岐阜ホームニュース「伝説と歴史の谷間」甥が語る男爵 郷純造 1985年（昭和60年）

・電気新聞「士魂商才」渋沢栄一(58）」北康利 作 2020年（令和2年）
・中日新聞「百年百人」郷純造･誠之助父子 1988年（昭和63年）
・中日新聞「犬飼元首相のわび状」2012年（平成24年）
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・岐阜新聞「郷純造生誕地に案内版」2021年（令和3年）
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ＷＥＢ・データベース

・日経ビジネス電子版 渋沢栄一一万円札
・フリー百科事典ウィキペディア 郷純造
・フリー百科事典ウィキペディア 郷誠之助
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・千代田区麹町出張所地区連合町会「麹町界隈 わがまち人物館」郷誠之助 2020年
・WEB BIGLOBE 郷男爵家御蔵品入札

文芸･趣向
・郷純造の水墨画 郷和彦蔵
・牧志摩守義制の書 郷和彦蔵
・郷純造の剣術目録三巻 郷和彦蔵 1844年（天保15年）
・郷純造「松石山房印譜」、「松石山房印譜続集」郷和彦蔵
・郷純造の書 郷和彦蔵
・郷純造の和歌短冊 郷和彦蔵
・郷誠之助の和歌短冊 郷和彦蔵
・フリー百科事典ウィキペディア 根付
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郷家写真･系図・その他
・郷純造翁・ 郷誠之助翁
・男爵 郷誠之助君傳
・国土地理院HP 昭和23年米軍撮影航空写真
・郷家家系表 2
・黒野村本家家系表
・生誕地設置案内板
・純造・誠之助生誕地案内板設置 除幕式 2021年4月
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渋沢栄一を大蔵省に推薦した郷純造

渋沢栄一を継いだ経済会世話役の郷誠之助

明治・大正・昭和の郷土黒野の偉人

郷純造・誠之助父子資料集

本書は令和３年度 岐阜市市民活動支援事業 採択事業の助成金及び地域の事業者様などの
寄付金にて印刷製本しました。
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